
『SNS』ってどう使う？

～ウソの情報にダマされない！
日常からの意識で災害時にも対応できる
SNS力を身につけよう～
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自己紹介

ファストドクター株式会社 執行役員

静岡大学情報学部客員教授

防災関係：

AI防災協議会 理事

防災DX官民共創協議会 課題特定部会副部会長
神戸市危機管理室レジリエンステクノロジーオフィサー

その他：

山口市最高情報統括責任者補佐

神奈川県デジタル戦略室 DX推進アドバイザー
法政大学イノベーション・マネジメント研究センター 客員研究員

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター 客員研究員



SNSってどのツール？



どのサービスがSNS？

出典：各社ロゴ



SNSの使い方の変化

出典：第一生命経済研究所「変化するSNSの役割～情報「共有」から、情報「収集」「流し見」ツールへ～」



SNSの使い方の変化

出典：第一生命経済研究所「変化するSNSの役割～情報「共有」から、情報「収集」「流し見」ツールへ～」



SNSの使い方の変化

①コミュニケーションツールとしての能力を特化する方向

②ウェブサイト／検索ツール等のような情報収集手段としての方向



SNSに関わる法律

⚫ コミュニケーションに関する法律
出会い系サイト規制法
情報流通プラットフォーム対処法（旧・プロバイダ責任制限法）

etc...

⚫ 拡散される情報に関する法律
景品表示法（ステルスマーケティング規制）
公職選挙法

etc…



災害時に起きること

⚫ 大量の情報発信／情報のオーバーフロー

⚫ 情報の信頼性／デマ？

⚫ オープン型SNSと、クローズド型SNSによる違い



ワークに移りましょう

（LINEみらい財団「情報防災訓練」より抜粋）
https://line-mirai.org/ja/download/#c



LINEみらい財団「情報防災訓練（情報収集編）」











どのカードが信頼性が高いと思いましたか？





LINEみらい財団「情報防災訓練（情報発信編）」













どのカードを発信しても良いと思いましたか？











では能登等を素材にお話しします



令和6年能登半島地震

出典：防災DX官民共創協議会資料



令和6年能登半島地震

出典：防災DX官民共創協議会資料



地震・火災によるダメージ

1月初旬 志賀町 1月下旬 能登町 2月中旬 輪島市



この情報は正しいですか？



この情報は正しいですか？



こういうデマも出てきます

東日本大震災の動画を利用 NHKロゴを貼り付けて利用



最近はAIでの生成も行われています



災害時の情報収集

出典：モバイル社会研究所「2024年一般向けモバイル動向調査」



若者はSNS、中年以上はテレビ

出典：モバイル社会研究所「2024年一般向けモバイル動向調査」



意外とみんなデマの見分けに自信はない

出典：モバイル社会研究所「2024年一般向けモバイル動向調査」



情報全般と比較し、災害情報の真偽を見分ける
自信はやや低い

出典：モバイル社会研究所「2024年一般向けモバイル動向調査」



では、若者に期待されることは・・？



若者の重要性―ICTの活用

● 1対多
● 双方向 / 片方向
● リアルタイム情報

→若者が中心となって、
高齢者等をサポートできないか？

出典：LINE株式会社防災資料



出典：日本経済新聞2023年7月5日

若者が情報を活用して支援

出典：NHK首都圏ナビ＃大学生×防災～私たちに
できる支援・備えは能登半島地震から考える～



LINEみらい財団「情報防災訓練（情報発信編）」



私の話はここまでで

では、締めに移っていきましょう


	スライド 1: 『SNS』ってどう使う？
	スライド 2: 自己紹介
	スライド 3: SNSってどのツール？
	スライド 4: どのサービスがSNS？
	スライド 5: SNSの使い方の変化
	スライド 6: SNSの使い方の変化
	スライド 7: SNSの使い方の変化
	スライド 8: SNSに関わる法律
	スライド 9: 災害時に起きること
	スライド 10: ワークに移りましょう  　（LINEみらい財団「情報防災訓練」より抜粋） 　　https://line-mirai.org/ja/download/#c
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16: どのカードが信頼性が高いと思いましたか？
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: どのカードを発信しても良いと思いましたか？
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29: では能登等を素材にお話しします
	スライド 30: 令和6年能登半島地震
	スライド 31: 令和6年能登半島地震
	スライド 32: 地震・火災によるダメージ
	スライド 33: この情報は正しいですか？
	スライド 34: この情報は正しいですか？
	スライド 35: こういうデマも出てきます
	スライド 36: 最近はAIでの生成も行われています
	スライド 37: 災害時の情報収集
	スライド 38: 若者はSNS、中年以上はテレビ
	スライド 39: 意外とみんなデマの見分けに自信はない
	スライド 40: 情報全般と比較し、災害情報の真偽を見分ける自信はやや低い
	スライド 41: では、若者に期待されることは・・？
	スライド 42: 若者の重要性―ICTの活用
	スライド 43: 若者が情報を活用して支援
	スライド 44
	スライド 45: 私の話はここまでで  では、締めに移っていきましょう

